
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

しかし、聖書では、「神の国とその義とをまず第一に求めなさい。」
と書かれています。
私たちは、不安という言葉から自由にならないと、頑なさとつぶや
きが直らないのです。不安から行動している人はいないでしょうか。
不安だからやっておこう、不安だからこうしようとしていませんか。
・自己中心→批判　誇張
つぶやきは自己中心であり、自分の主義・主張を通すために、大げ
さに、また事実と違うことを言うのです。そして、自分の意見を通
そうとするのです。
自己中心というのは、批判と誇張です。
・聞かない→言葉選び
人の話を聞けない、聞かないということは、変化が起こらないのです。
変化が起こらないということは、その人の人生が良くなる訳があり
ません。だから、言葉を選ばなければいけないのです。
・見えるもの
いつも見えるものに目を向けるのではなく、私利私欲ではなく、見
えないものに目を留めなければなりません。
　不安の解決のために、私たちの心の中にある不安を取り除かなけ
ればならないのです。私たちは、つぶやくことをやめるかどうか今日、
試されているのです。

　ウィリー・ミィリック君は、強盗目的で誘拐され、そのとき、助
けてと叫ぶのではなく、賛美は神様のもの、感謝、喜び、嬉しい等、
すべての賛美は神のもの、というようにずっと賛美し続けました。
犯人は、この子が賛美し続けるのが嫌になって解放し、この事件は、
15分で解決しました。
ゲーテが書いた小説「ファウスト」、この男性は、研究家で学問を勉
強して調べつくして、わからないものはどうしてもわからないとい
うことがわかり、失望しました。そして、自分はどれだけ手に入れ
ても、成功しても満たされることはないということ、どれだけ学ん
でも限界があることを知ります。
　世の中には、目線というものがずいぶん違います。いろんなもの
を頑張って調べても失望していく人と、例え苦難の中にあっても、
信じて、崇める賛美をする人とその結末はずいぶん変わっていきま
す。私たちは選ぶことができます。つぶやくこともできるし、感謝
することもできます。
　イスラエルの民が感謝し続けていたら、どれほど祝福された人生
があったことでしょうか。家庭の会話を一日の感謝で終えたら、ど
れほどその家は豊かになるでしょうか。人を批判する人生より、人
の徳を高めることを言う人生を選んだらどれほど祝福されるでしょ
うか。私たちは、つぶやくのをやめて、感謝することを選んだほう
が良いのでなないでしょうか。

 

来週の奉仕者
（８月４日）

今週は…Ⅱ列王記17：1～Ⅱ列王記１8：25

　～リビングライフより～

「」「」

（ ２０２４ 年７月２１日 ） 

（要約者：

　今週のリビングライフは、列王記第二１７・１８章です。今週のテーマは「神
はただお一人～ネフシタンに気を付けよう～」になると思います。いよいよ列
王記のクライマックスに入っていきます。列王記はソロモンの治世から始まり
ました。彼はダビデと同じように主に対して全き心で歩んでいましたが、晩年
に多くの外国人の女性を愛しました。そして彼女たちの神々を拝み始めてしま
いました。高き所を立てて、そこに祭壇を造り拝んでしまっていたのです。そ
れがイスラエルの地に浸透しました。王国分裂後の北イスラエルでは、さらに
金の子牛を造り、エルサレムにおける礼拝に行かせないようにしました。主な
る神のみをあがめ、他の神々に仕えないという命令をないがしろにした、それ
ゆえ約束のものを受け継ぐことができない…というのが、列王記が伝えたい内
容です。
　１７章では、アッシリア捕囚とその結果について書かれています。アッシリ
アの王によってサマリアに移された諸国の民は、この列王記が記されている時
点で、以前の慣わしに従っていました。彼らは主を恐れることはなく、主が定
めた掟や定めに従うこともありませんでした。一方、主はイスラエルの民とは
契約を結ばれました。それは、ほかの神々を拝みこれに仕えてはいけないとい
うことです。「彼は高き所を取り除き、石の柱を打ちこわし、アシェラ像を切り
倒し、モーセの作った青銅の蛇を打ち砕いた。そのころまでイスラエル人は、
これに香をたいていたからである。これはネフシュタンと呼ばれていた (18:4)」
とあるように、アハズ王の息子ヒゼキヤ王は、父とはうってかわって主の目に
かなう王でした。「彼はイスラエルの神、主に信頼していた。彼のあとにも彼の
先にも、ユダの王たちの中で、彼ほどの者はだれもいなかった (18:5)」と言われ
るほどの評価を受けました。それは礼拝を回復したからです。ネフシタンは目
に見えるものですが、目に見えなくとも、私たちが心の拠り所を偶像に持って
しまうとそれは偶像礼拝となってしまいます。心の中にある欲望、願望が目に
見えるものになったのが形を持った偶像です。私たちの心の中にはたくさんの
偶像がまだあるのではないかと思います。
私たちはネフシタンを作っていないでしょうか。十字架は私たちの中心です。
　しかし、十字架のネックレスや、教会の十字架自体に力があるのではありま
せん。これは、あくまで象徴です。十字架を見るたびに、私たちはそこにイエ
スさまご自身を見い出さなければなりません。私たちの心には、ただイエスさ
まだけがご臨在くださいますように…私たちの主人として、救い主として、王
として今一度お迎えいたしましょう。

牧 一穂 先生 

7 月の誕生者
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　高梁のあたりを車で走っていると、ある橋のところに鉄道を愛
好し趣味とする鉄ちゃんといわれる人がたくさんいたのです。や
くものラストランを撮るために集まっていたのです。鉄道関係に
もたくさんの細かいこだわりがあり、鉄道撮影を楽しむ「撮り鉄」、
鉄道に関する音を楽しむ「音鉄」、時刻表を読み、ダイヤを分析・
研究することを楽しむ「読み鉄・時刻表鉄」などなどがあります。
　鉄道ミステリー「点と線」のドラマがありますが、作者は、一
つものにこだわっていくと見えないものが見えてくると言うので
す。聖書に書かれていることも同様に、見えるものばかりに物事
を見ているとわからないことがたくさんあります。見えないもの
に、実は宝が隠されています。しかし、多くの人は、隠れたもの
を見出すよりも、目の前にあるものや、自分にとって聴きやすい
言葉、現実的な富や財産、安心を求めるための蓄え、このような
ものの方が手っ取り早く私たちの人生を安堵に導けるのでないか
と思ってしまいますが、もったいないことです。私たちの目線は
どこを向いているのでしょうか。

父に生きるとき神の計画が成し遂げられる
ポイント
① 失敗や苦難を益として成長させる神
　あきらめず　向き合う
② 尊敬を受ける生き方へ
　自己と決別　知恵による行動　聞き従う　決断
③ 意味を見出いだす道
　苦しみ方を変える道　フランクル
④ 絶対に曲げてはいけないこと
　妥協　芯を曲げない　関係を築く　
⑤ 呪いを祝福に変える神
　　　恐れと不安　怒りと嫉妬
　　　赦し　→　和解＝回復

　インドとパキスタンの国境で英兵が交代する時に毎日行われて
いることの例えから、人はこのように自分を大きく見せたり、威
嚇したり、自分を強く見せたりすることがあります。私たちも同
じようなことをしていることが多いのではないでしょうか。
イスラエルの民も、自分の本心ではない態度をとり続けました。
エジプトから解放され、自由を手にしましたが、荒野での厳しい
生活に不平、不満を言い、つぶやき続けました。
人は、近しい人、家族、親子等に対して、つぶやいてしまいます。
私たちは、この言葉により影響を受け、多くのことを損しています。
イスラエル人が奴隷であったとき、モーセとアロンにつぶやき嘆
いていたことは、神様に聞かれていたのです。
　私たちも、毎日毎日どのように生きるか考えなければいけない
のです。大した時ではなく、日常生活の中で、小さな出来事の中で、
私たちは不平、不満をつぶやいているのです。それを神様に試み
られているということを聖書は教えているのです。
聖書に、わたしのおしえに従って歩むかどうかを試みるためであ
る。と書いています。悪の試みとは違い、神の試みは、あなたに
任せて良いのか、任せるにふさわしいのか、良心が保たれている
のか、神の教えに聞き従い、信頼し続けるかを試されているのです。
毎日自分の心の中に良いものを蓄えておかなければならないので
す。イスラエルの民が、このように何度も何度もつぶやいて失敗
したのは、モーセの言うことを聞かなかったからである。イエス
キリストの恵は、集めてたくさん取っておいてもいけないのです。
毎朝それを受けなければ意味がないのです。
私たちは、どこに目を向けているのでしょうか。どれほど物に執
着しているのでしょうか。なんで私たちは聞けないのでしょうか。

頑なな人々の要素
・不安→貪欲
　いつも心の中に不安があります。不安は危険な要素で私たちを
貪欲にし、不安は貪欲をあおります。安心を得るために、もっと
蓄えておきたいのです。

 

澤口建太 横山淳平

曽我郁斗

澤口来海

高橋司

松田沙和奈

平澤初美

濱田竜司
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さいごに
25 日    曽我佐知子
25 日    神達良子

  

    

10 日   山崎風
12 日   中島好正
12 日   富岡凱千

 
 
 

 
 
 15 日   光枝一朗
 17 日   岡本享子
 17 日   曽我悠真
 18 日   楢村明子
 
 
 

25 日    赤松由美子
25 日    真砂香和21 日  平山幸代

23 日  亀澤佐代子
24 日  西山秀平

1日  實金由香利
5 日  泉水一護
  

  

 

私たちはいつも不平不満をつぶやいています。
お金や物欲に目を向けていること、人を悪く言ってはいけない、
人を愛すること、赦すことは、良く知っているのです。聖書に、
聞くことはすべての始まりである。信仰は聞くことから始まり、
聞くことはイエスキリストによると書かれています。知っている
けど、聞かないのです。聞けないのです。
イエスキリストは、無罪の罪をきせられて黙って十字架に向かい、
自分に剣を向けてくるものを愛し、赦し、神様に聞き従いました。
私たちも、生き方を変えていけるように、頑なさや執着している
ものを捨て、つぶやくことをやめ、感謝することです。

  ：

　今年も「あぐり」で子どもたちと一緒にお米を植え、収穫までの過
程を楽しんでいます。先日、私たちはおいしいお米をたくさん作るた
めにヒエとりを行いました。
　2年前の田植えでは除草剤を使わずにお米を栽培してみました。しか
し、その結果、除草剤を使わずに栽培すると多くのヒエが生えてしまい、
自分の田んぼ以外に周りの田んぼもひえの種が飛んで、周りにも迷惑
をかけてしまう。そして、とても大変な作業になりました。そこで昨
年は除草剤を使用したところ、今度はヒエがほとんど出てこず、ヒエ
とり体験はあっさりと終わってしまいました。
　そして、今年です。今年は環境のことも考えながら、おいしいお米
をたくさん作るために除草剤を使わずに挑戦しています。
さて、皆さんに質問です。今年の田んぼはどうなったと思いますか？
ヒエはほとんど生えてこなかった代わりに、大量の水草（コナギ）が
出てきました。私が「あぐり」に参加して 8年が経ちますが、ヒエで
はなく水草が大量に出てくるパターンは初めてです。
　この経験を通じて、自然を相手にすると、自分の考えや計画が通用
しないことがよく分かりました。私たちの計画に基づいて行動しても、
自然は私たちの思い通りにはなりません。
　自然の中での試行錯誤は、まるで私たちの人生そのものです。私た
ちの計画がうまくいかないとき、不安になったり、あきらめたくなる
ことがあります。しかし、そのときこそ「神の計画」に従うことを選
ぶことができます。
神は常に私たちを見守り、導いてくださいます。
今年の田んぼでの経験を通して、どう足掻いても自然を自分の力で動
かしたり変えたりはできません。
　だからこそ、神の御手に委ねることの大切さを改めて感じました。
これからも自然と共に生き、神の導きに従って歩んでいきたいと思い
ます。

　『人の心には多くの思いがある。しかし、主の計画こそが実現する。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 箴言 19:21]
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日名 洋
行司 伝道師
眞砂 香和
立藤 佳子

山本 洋子

西嵜 真由美
高橋 奈津江

富岡 牧
聖 日 準 備

食 事
会 場 準 備

：

：
：

祥誉ファミリー

日名ファミリー

芳栄ファミリー

        　 

         日　韓　合　同　礼 　拝         日　韓　合　同　礼 　拝
私たちの目線

父に生きた人！！つぶやく人々！！

 　父に生きた人

 頑なな人々！！つぶやく人々！！

ウィリー・ミィリック君とゲーテファウスト

    

 

秦泉寺明子

西嵜真由美富岡喜千郎

西嵜璃愛

 

 名越裕晃

富岡陽子

平澤一浩 山本淳平

  　

　出エジプト16章

17:30~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

牧 結果子

 「父に生きた人！！」
～つぶやく人々！！～

  

    

西嵜 達也）
19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

全体トレーニング
チャーチミーティング

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

主日礼拝

主日礼拝

聖餐礼拝

1516 教会
合同礼拝

泉水浩

あぐりパーク

韓国宣教

kiki さんレッスン

神達 良子

岡本 英樹

泉水 浩

李 雋英


